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１．本研修の概要 担当：樫山和男・山村寛 
 本研修は理工学部の学部学生を対象として、学科共通科目として本年度から実施するも

のである。 

 

１．１ 研修の教育目標 

 海外研修プログラムを正規科目として展開し、英語運用能力の向上および多文化理解へ

の機会を提供することで、グローバルな視点を持った理工学部学生の養成を行うことを目

的とする。 

 

１．２ 研修開催地 

 ハワイ大学の 2 つのキャンパスにおいて実施する。具体的な実施場所は以下の通りであ

る。 

ハワイ大学マウイ校：Maui Language Institute 

ハワイ大学マノア校：工学部 

 

１． ３ 研修期間 

 2015 年 8 月 30 日（日）〜9 月 17 日（木）：19 日間 

 

１． ４ 参加者の構成 

 本研修には 16 名の学部学生が参加した。学科別内訳、学年別、男女別内訳は以下の通り

である。 

学科別内訳 

  都市環境学科    ８名 

  経営システム工学科 ３名 

  人間総合理工学科  ３名 

  応用化学科     １名 

  生命科学科     １名 

学年別内訳 

  1 年生：５名 

  2 年生：４名 

  3 年生：４名 

  4 年生：３名 

男女別内訳 

  男子：１０名 

  女子：６名 
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は

す。

所

と

告

防寒着を持っ

温は高かった

バスの中も

た。（写真）

着きます。そ

ように寝てい

ンドイッチを

カワオは値段

山あるので楽

た。このとき

大学の先生

ずとても渋か

ました。 

臨むことがで

って来いと強

たです。事実

もさほど寒く

その絶景とい

いました。続

を食べました

段が高いお店

楽しむことが

きちょうど雨

生がクワバと

かったのです

できます。丁

強く言われて

実、外国人は

はありませ

いったらそれ

続いて昼食で

た。とてもボ

店が多く、お

ができました

雨が降り出し

いう果物を

すが、自然の

丁度雨が止ん

い

ノ

せん

は

す。

リ

土

た。 

て

採

果

だ
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３. ４ ２週目の授業（午前）について  

担当：阿部 祐菜 

 マウイ校での 2 週目は長期留学生と共に午前中に授業を受けました。私が受けたクラス

は日本人 8 人と韓国人、中国人、ドイツ人、コロンビア人が一人ずついました。 

 最初に受けた授業は Cultural Literacy というクラスでした。1 週目に受けた授業より先

生の英語を話すスピードが早く、また長期留学生と先生のやり取りもすごく早くてついて

いくことが精一杯でした。そして、次に受けた授業は writing です。音楽を聞いて、動画を

見てエッセイを書くという授業でした。歌も動画も全然英語が聞き取れなくてエッセイが

うまく書けませんでした。しかし、長期留学生のエッセイを見るとたくさん書いてありま

した。それで私は刺激を受けました。次の日の授業では長期留学生と交流する機会が多か

ったです。自己紹介や、話題を決めてディスカッションをしました。その授業のおかげで

長期留学生と仲良くなり、授業以外の時間でも英語で会話するようになりました。また、

お互いの国の文化についても語ることができました。英語のコミュニケーションで知識が

増えるというとても貴重な経験をしました。そして、文法の授業では初めて英語で文法を

学びました。英語の授業で英語を学ぶということに今まで違和感がありましたが、実際に

授業を受けてみるとテキストにもイラストや例文をたくさん用いてとても分かりやすかっ

たです。そして、この文法を使って席の近い人と会話をして文法を覚えるということもし

ました。日本で授業を受けるよりも覚えやすいと思いました。 

 長期留学生とともに授業を受けることによってたくさん刺激を受け、そして英語力の上

がるスピードも日本にいるときと比較しても明らかに早かったです。そして、外国人の友

達が増えることによって、今後もチャットとかで会話などもできるのでこれからも英語の

勉強を続けられます。違う言語を使う人と一緒に英語という共通言語で授業を受けるとい

う貴重な経験が出来てよかったです。ただ、もう少し長い期間で授業を受けたかったです。 

 

担当：古川 輝 

 2 週目は advance クラスと 2 つの regular クラスの計３つのクラスに分かれて授業を受

けた。ここでは regular クラスについて話をする。 

 この週は 1 週間目違い、通期で MLI に通う生徒たちと一緒に授業を受けました。僕のい

たクラスは中大生 4 人、MLI の生徒５人といった具合になっており、1 週間目よりも緊張

感のある環境で授業を行った。 

 授業内容は grammar/reading/writing/cultural literacy/speaking and listening/film 

studies と分かれている。Writing の授業では屋外に出て五感で感じたことを書き連ねてい

ったり、アロハパーティでのスピーチ内容を書いたりした。それ以外の授業は授業のテー
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マに沿った内容についてクラスメイトと会話する授業が多く、生徒を 2,3 人のグループに分

けてグループごとに相談したり、質疑応答しあったりした。例えば、grammar の授業では

より多くの品詞を探すゲームをして、cultural literacy の授業ではマウイ島についての情報

をマウイのことをよく知るクラスメイトから聞き出すといったことをした。film studies の

授業では英語字幕ありで映画を見てその内容をしっかり把握するという授業を受けた。ど

の授業も実践的に英語を使わせる内容になっていて、生徒をたいへん考えさせるものであ

る。 

 この週は、耳が正しい英語にかなり慣れている MLI の生徒と一緒に授業を受けていたの

で発音が日本語っぽい英語をしゃべると言葉がちゃんと伝わらないこともあり、英語の発

音にも気を使った。 

MLI の生徒はアジアを中心に様々な国から来ているので、様々な国の人と接することが

できる貴重な機会だった。 

 

３．５ ２週目の授業（午後）について 担当 土屋 槙之介 

火曜日にマウイのキヘイにある下水処理場にいきました。これは環境を専門に学んでい

る学生にとっては興味深い内容でありました。非常に暑い日で、臭いにも圧倒されました

が、段階を追って水が浄化されていくプロセスを間近で見ることができ、また職員の方に

も各場所で話をしていただき、とても貴重な体験となりました。 

 水曜日には同じくキヘイの Sugar Museum にいきました。ここでは砂糖の製造方法と

砂糖を通したハワイの歴史について学びました。建物に入る前に職員の方から製造につい

てお話をしていただき、その後建物に入って歴史の詰まった品々を見学しました。またシ

ョートムービーも見ました。帰る際には黒砂糖とサトウキビをいただきました。 

 木曜日にはルアウショーを見ました。夕方から参加しましたが、ハワイ伝統のフラダン

スをはじめ、火を使った踊りも見ることができました。伝統料理をビュッフェスタイルで

味わいながら、ハワイの文化を肌で感じることができるショーでした。また近くに高級そ

うなホテルが立ち並び、そこも見学することができたため周りを散歩しました。広大な敷

地にプールや岩のオブジェ等が立ち並び、夕日はいい景色でした。 

 金曜日は授業がなく、午前中に軽いキャンパスツアーを行った後、ハワイの歴史につい

てのビデオを見ました。その後昼食をとってから、レイというネックレスをみんなで作り

ました。各々器用不器用がでて、思い思いのレイを作りました。その後自由時間を過ごし

た後お別れパーティーをしました。MLI の学生が少し来てくれて、各自のホストファミリ

ーも集合しました。ピザ等の軽食をつまみながら談笑をした後自分たちのスピーチをしま

した。１人３分くらいでしたが、各自がマウイで感じたこと、成長したこと、楽しんだこ

と、そしてなによりホストファミリーへの感謝の気持ちを、学んだ英語を使って述べまし

た。最後に修了証書をもらいみんなで記念撮影をしました。改めてマウイでの生活が終わ

るのだとしみじみと感じました。 



 

 最終

げてマ

 

 ホス

 別れ

 

３．

ML

まず、

いま

を咲か

真） 

食事

のは

を話

ました

終日は午前中

マウイを発ち

ストファミリ

れにサプライ

６ 修了式

LI での 2 週

、はじめに各

した。この二

かせながら最

事も終わりか

4 年生の加

しました。加

た。（次ペー

中に各々がホ

ちました。 

リーに日本か

イズプレゼン

・パーティー

間に及ぶ語

各家庭から持

二週間を通し

最後のホスト

かけるころに

加藤さんです

加藤さんの堂

ージ写真） 

ホストファミ

からのお土産

ントをしても

ーについて

学研修の後、

持ち寄った食

して MLI で

トファミリー

に各生徒の英

す。身振りを

堂々とした発
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ミリーに空港

産を持ってい

も喜んでくれ

担当：佐久

、マウイ滞在

食べ物を分け

学んだこと、

ーとの時間を

 

英語によるス

交えた堂々

発表に皆の意

港まで送って

いったところ

れました。

久間 美幸

在最終日に修

け合ってホス

、週末家族で

を惜しみなが

スピーチが始

とした語りで

意識が変わっ

ていただき、

ろ喜んでくれ

修了式が開催

ストファミリ

でしたことな

がら会話を楽

始まりました

でホームステ

ったのがはっ

最後の別れ

れました。 

催されました

リーとの交流

など思い出話

楽しみました

た。先頭をき

テイ先での出

っきりと感じ

れを告

た。 

流を行

話に花

。（写

 

きった

出来事

じ取れ



 

それ

業、課

を英語

が人そ

載せて

素晴

 

 少

始ま

ました

ので息

りたい

なって

フ

 

れ以降のみん

課外学習、マ

語で発表しな

それぞれで興

てぶつけま

らしいものに

ししんみり

りました。鏡

た。フラはゆ

息が切れて

いという感情

てしまって笑

ラの体験後、

んなも素晴ら

マウイカレッ

ながら思い返

興味深かった

した。時折笑

になりました

した雰囲気に

鏡の前でフラ

ゆったりと

しまいました

情が湧いてき

笑ったり、真

、卒業証書授

らしい発表を

ッジの生徒と

返しました。

たです。最後

笑いあり、時

た。（写真）

になったのも

ラの先生の指

した動きで一

た。しかし、

きました。他

真剣にやった

授与式が行わ

10 

をすることが

との交流会、

。みんな同じ

後にはこの 2

時折感動の涙

 

も束の間、皆

指導を受けな

一見、楽そう

、一連の動き

他のみんなも

たりしてそれ

われました。

ができました

週末ホスト

じプログラム

2 週間の伝え

涙ありで全体

皆が待ちに待

ながらその振

うですがやっ

きが完成する

も難しくて苦

れぞれ楽しん

みんな最高

 

た。MLI での

トファミリー

ムを体験した

えきれない感

体のスピーチ

待っていたフ

振りを身振り

ってみると意

るととても嬉

苦戦したり、

んでいたよう

高の笑顔で卒

の興味深かっ

ーとの思い出

たけれども感

感謝をスピー

チを通してと

 

 

フラ体験の時

り手振りで真

意外と足腰を

嬉しくてもっ

おかしな動

に思えます

卒業できまし

った授

出など

感じ方

ーチに

とても

時間が

真似し

を使う

っとや

動きに

す。 

た。 



 

４．

４．

私は

ちのホ

4 人家

から考

私たち

チャ

とや

アメ

のよ

うい

思いま

ホス

くれま

ンプ

絶品で

した。

も来て

ました

ホス

クス

た、夜

見た夜

きれい

な数の

ホー

マウイ校に

１ ホームス

は、2 人で 1

ホストファミ

家族で、とて

考えてもわ

ちは振り回さ

ゴチャにされ

られたいたず

リカらしく

うでした。当

ったやり取

ます。 

ストファミ

ました。私が

に行ったこ

でした。その

。夜にはホス

て、15 人ぐ

た。出てく

トファミリ

しながら楽し

夜遅くにこっ

夜空は周囲に

いなためか、

の星を見るこ

ームステイ

における授

ステイについ

1 つの家族の

ミリーは9歳

ても賑やかな

かるように

されてばかり

れたり、物を

ずらは数え出

豪快で水や砂

当時はものす

りの中で子

リーは本当に

がその中でも

とです。まず

の後は、子供

ストファーザ

ぐらいでバー

る料理はどれ

ーと会話す

しむことがで

っそりテント

に光がなく、

、今まで見た

ことができま

した 2 週間

授業以外の過

いて 担当：

の家にホーム

歳の女の子と

な家族でした

子供たちが

りでした。勝

を隠されたり

出したらきり

砂をかけら

すごく手を焼

どもたちと本

に優しく、放

も特に印象に

ず、初日の昼

供たちと水切

ザーの知り合

ーベキューを

れもおいしく

するなどリラ

できました。

トを抜け出し

また、空気

たことないよ

ました。 

間の間にホス

11 

 

過ごし方に

：寺島 瞭平

ムステイしま

と3歳の男の

た（写真）。

ものすごく

勝手にかばん

り、物を壊さ

りがなく、ま

れることは

焼きましたが

本当の兄弟の

放課後、休日

に残っている

昼に食べたパ

切りをして遊

合い

をし

く、

ラッ

ま

して

気が

よう

スト

について 
平 

ました。私た

の子を含めた

ただ、年齢

わんぱくで

んの中身をゴ

れかけたり

また、遊びも

日常のこと

が、今となっ

のように親し

日にはいろい

るのは、休日

パティを炭火

遊んだり、泳

ってはよい思

しくなること

いろなところ

日に 2 泊 3 日

火で焼いたチ

泳いだり、釣

思い出であり

とができまし

ろに連れて行

日でビーチに

チーズバーガ

釣りをしたり

 

り、そ

したと

行って

にキャ

ガーが

りしま



 

ファ

した。

簡単な

いあい

今で

っとス

 

４．

 昼食

って食

食を

ワイ大

ハワイ

アを

種類が

   

 

また

いる学

ので、

た時に

のお願

ミリーは英語

。また、私が

な言回しに直

いながら会話

も LINE で

スムーズに英

２ 昼食時間

食時間は皆で

食べたり、大

とっていま

大学の学生か

イのランチプ

して食べてい

が豊富で毎

  

た、ホストフ

学生も多く見

、午前の授業

にどのような

願いの仕方)

語が上手くな

が言ったこと

直してくれた

話ができるよ

でやり取りし

英語を使える

間・授業後の

で大学近くに

大学のカフェ

した。カフェ

から聞いたオ

プレートは値

いました。食

日昼食が楽し

ファミリーが

見受けられま

業後一緒に昼

な英語を使え

)を教えても

ない私にも積

とを理解でき

たりしてくれ

ようになり、

していて、来

るようになり

の過ごし方

にあるショッ

ェテリアでラ

ェテリアの前

オススメのラ

値段が高い代

食べ物の種類

しみでした。

が昼食を作っ

ました。２週

昼食をとった

えばいいのか

らったり、次

12 

積極的にコミ

きないような

れました。そ

、本当の家族

年初めて日本

り、ホストフ

担当：中山

ッピングモー

ラーメンを注

前には移動式

ランチプレー

代わりにボリ

類はロコモコ

（写真） 

    

ってくれ、そ

週目の授業は

たりもしまし

か(例えば、

次の授業の宿

   

ミュニケーシ

場合には、何

そのおかげで

族のような絆

本に来るそ

ファミリーを

山 怜奈 

ール２階のフ

注文して食べ

式のフードト

ートを頼んで

リュームがあ

コや BBQ ビー

それをランチ

は MLI の生徒

した。MLI の

自分の荷物を

宿題について

ションを取ろ

何度も繰り返

で、プログラ

絆を築くこと

うなので、そ

を驚かせたい

フードコート

べたりと毎日

トラックも止

で食べたこと

あるので、い

ーフ、シュリ

チパックに詰

徒と一緒に授

の友達とは、

を他人に見て

て話したりし

ろうとしてく

返して言った

ラムの後半に

とができまし

そのときまで

いです。 

トに行き、各

日様々な方法

止まっており

もありまし

いつも友達と

リンプなどと

 

詰めて持って

授業を受けて

日常生活で

ておいてもら

していました

 

くれま

たり、

には笑

した。

でにも

各々買

法で昼

り、ハ

た。 

とシェ

とても

  

て来て

ていた

で困っ

らう時

た。 



 

 授業

型スー

腹にあ

ウン

のホス

なビー

た。 

 

 

４．

マ

前中

お店が

で、お

り、か

近くの

ッチ

をとて

モール

めです

業後は、各々

ーパーに行き

あるサンセッ

を一望しなが

ストファミ

ーチに行った

３ 週末の過

ウイに滞在中

は、ハワイ大

があり、雑貨

お土産をま

かき氷を食べ

のビーチに行

を持って行っ

ても感じた貴

ルで買い物を

す。月曜日は

々ホストファ

き、夕飯の買

ットが綺麗に

がら水平線に

リーでは、曜

たりしたとい

過ごし方 担

中、私たちは

大学の敷地内

貨から食べ物

とめて買いた

べました。“S

行って泳ぎま

ったため、ご

貴重な経験

をしました。

は祝日でした

ァミリーとの

買い物をして

に見える公園

に沈む太陽を

曜日限定で開

いう家庭もあ

担当：宇津木

は土曜、日曜

内で行われる

物までたくさ

たいという人

Shave Ice”

ました。波が

ご飯を食べな

となりました

。大きなお店

た。その日は
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の時間を過ご

て帰ることが

園に行き、サ

を見ることが

開催されるお

あり、それぞ

 

木 春菜 

曜、月曜の 3

るフリーマー

さんの商品を

人にはとても

というかき

が高かったた

ながらサンセ

  ホ

ちがハ

ため、

ストマ

が入っ

した。

た液体

人全員

してい

た。午後は、

店がたくさん

は、ホストフ

ごしていまし

が日課でした

サンセットを

ができ、とて

お祭りに参加

ぞれが充実し

3 日間の休

ーケットに行

を売っていま

もおすすめで

氷屋さんのか

ため、少し危

セットを見ま

ホストマザー

ハワイに到着

日曜日の午

マザーの実家

った箱を中心

お祈りの間

体に大きな葉

員の手に付け

いきました。

ハワイ大学

んあるため、

ファミリーと

した。私はホ

た。また、あ

を見ました（

ても幻想的で

加したり、キ

した放課後を

日がありまし

行ってきまし

ました。値段

です。お昼は

かき氷は最高

危険でした。

ました（写真

ーの祖父にあ

着する 1 週間

午前は彼のお

家に行ってき

心として参列

間、祈祷師は

葉をつけ、そ

けて一人ひと

日本とハワ

学の近くにあ

買い物好き

と一緒に一日

ホストマザー

ある日には山

（写真）。ダウ

で綺麗でした

キヘイという

を過ごしてい

した。土曜日

した。たくさ

段もお手ごろ

は近くのお店

高でした。午

家からサン

真）。 

あたる人が、

間前に亡くな

お祈りのため

きました。彼

列者は席に着

は薬と水でつ

その葉を参列

とりにあいさ

ワイの文化の

あるショッピ

きな人にはお

日中ビーチに

ーと大

山の中

ウンタ

た。他

う有名

いまし

 

日の午

さんの

ろなの

店でと

午後は

ンドイ

私た

なった

めにホ

彼の灰

着きま

つくっ

列した

さつを

の違い

ピング

おすす

に行っ



 

てきま

も、こ

ミリー

ました

来て、

た後、

し寿司

し寿司

うか、

か、な

でくれ

を学ぶ

が、相

 他の

ィン

人は、

期留学

  

４． 

9 月

をしま

話して

く、英

交流

用意

～５人

た。最

後に

した。

を終

して

スター

英語

よく質

とが多

しま

ました。ホス

このグローバ

ーをしていた

た。他のホス

、とても良い

、私たちはホ

司を作りまし

司を作った経

、また、ハワ

などを考え

れたため、

ぶだけではな

相互の文化を

のホストフ

をしたりとた

、週末には

学の楽しみも

４ 学生と

月 3 日の午後

ました。彼ら

ていましたが

英語でお願い

流会では、ピ

されており、

人のグループ

最初は英語を

日本語を使っ

。そして 1 グ

えるとハワイ

くれて、新し

ートしました

語での会話で

質問をしてく

多かったです

した。ハワイ

ストマザーの

バルスタディ

たため、2 家

ストファミリ

い経験となり

ホストファミ

した（写真）

経験もなく、

ワイの人たち

ると不安でい

とても嬉しか

なく、ホス

を理解するう

ァミリーの週

たくさんの経

どこに行きた

も広がると思

の交流会 担

後、私たち中

らは日本語を

が、中には日

いしますと言

ピザや寿司な

、それらを食

プになってお

を使って会話

った会話にチ

グループ 20

イ大学の学生

しいグループ

た。（写真）

ではハワイ大

くれたので、

す。自己紹介

イ大学の学生

の仕事上の知

ーズのホス

家族でビーチ

ーと話す機

りました。家

リーのため

。私たち自

上手にでき

ちの口に合う

いっぱいでし

かったです。

トファミリー

うえで大切な

週末も、ラベ

経験をしたそ

たいのか、何

思います。

担当：斉藤

中央大学の生

を専攻してい

日本語の勉強

言う学生もい

などの軽食が

食べながら４

お話をしまし

話をし、10 分

チェンジしま

分のトーク

生が席を移動

プでのお話が

 

大学の学生が

私たちはそ

介や趣味の話

生はたくさん
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知り合い

トファ

チに行き

機会が出

家に帰っ

にちら

身ちら

るかど

かどう

した。しかし

。ホームステ

ーにも日本の

なのではと思

ベンダー畑に

そうです。こ

何をしたいの

萌子 

生徒はハワイ

いる学生でし

強を始めたば

いました。

が

４

し

分

ま

動

が

が

それに答え、

話をした後、

んの国に旅行

し、予想以上

テイをした際

の文化を知っ

思います。

に行ったり、

これから短期

のかなどをあ

イ大学の学生

した。皆片言

ばかりで、ま

あなたはど

今までに行

行に行ったこ

上にホストフ

際には、私た

ってもらうよ

キャンプを

期留学に行こ

あらかじめ考

生（UHMC s

言ながらも日

まだ自分の言

どうなのか？

行ったことの

ことがあり、

ファミリーが

たちが外国の

よう努力する

をしたり、サ

こうと考えて

考えておくと

students）と

本語を一生

言語力に自信

と質問を返

のある外国の

日本に来た

が喜ん

の文化

ること

サーフ

ている

と、短

と交流

生懸命

が無

返すこ

話を

こと
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があると言う学生もたくさん居ました。日本では、秋葉原・原宿・京都・広島に行った人

が多く、その時の写真を見たりしながら話を楽しそうにして聞かせてくれました。 

次に日本語での会話のターンになりましたが、これにはかなり苦戦しました。なぜかと

いうと、私たちが日本語で質問をする場合、正しい日本語の選び方と言葉の並べ方が私た

ち自身もわからなかったからです。例えば「日本食で好きな食べ物は何ですか？」という

聞き方は伝わらないけれど「日本の食べ物で何が好きですか？」と言うと理解してくれま

した。その時私は外国での日本語の授業がどのようなものなのか興味がわきました。 

ハワイ大学の学生は皆、日本にとても興味がありました。多くの学生が日本のアニメや

キャラクターが好きで、日本語の学習を始めたと話していました。彼らは自分のお気に入

りのキャラクターのストラップを付けたり、T シャツを着たりしていました。日本語で「一

番」と書いたはちまきをしている元気な学生がいたことが印象的でした。ハローキティが

好きで、大学の近くにあるサンリオショップでアルバイトをしている学生や、漫画家にな

ることを目指しており、自分で書いた日本の漫画の絵を見せてくれる学生もいました。何

人かの学生とは Facebook などで連絡先を交換し、マウイを去るときや日本に帰って来てか

らも連絡を取り合っています。私たちが MLI を卒業するときのアロハパーティに来てくれ

たキウィという学生はとても優しく、私の大切な友人のひとりになりました。  

短い時間の交流ではありましたが、とても良い経験と出会いがあり、必ずまた会いたい

と思っています。 

 

５．マノア校における授業等について 
５．１ １日目（９月１４日）の授業について 担当：今井 啓太 

当日の日程は以下の通り 

9:00-10:00 Campus Tour 

10:15-11:45 Introduction of University of Hawaii, and College of Engineering 

11:45-13:30 Lunch (Chuo students will go to the Cafeteria by each other) 

13:30-15:00 Lecture on Science and Engineering (Energy Problems)  

 (1). Campus Tour 

・マノア校のキャンパスが、マウイ校よりもさらに広いことに驚愕した。 

・様々な国の学生が、キャンパス内を行きかっていた。 

(2). Introduction of University of Hawaii, and College of Engineering 

・ハワイ大学とエンジニアリングカレッジについての説明を受けた。 

(3). Lunch (Chuo students will go to the Cafeteria by each other) 

・昼食代は約 6～9＄であった。若干高めに感じたのと、量も多めだったので、昼食は持参

した方がよいと思った。 

・あの場に全員集まることが出来なかったので、あらかじめどこか場所を確保しておいた

方がよいと思った。 



 

(4). L

・ハ

・ハ

・アメ

・全体

が出て

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体

いくつ

ぞれが

Lecture on S

ワイにおける

ワイの地形と

メリカの中で

体的に都市環

てきてしまっ

体を通して、

つかの候補か

が興味のある

Science and

るエネルギー

と、地質がエ

でもハワイは

環境向けの色

った印象があ

マノア校で

から選択でき

る内容を聞く

食堂

d Engineerin

ー、主に発電

エネルギー供

は電気代が高

色が強かった

あった。 

講

で通常に開講

きるようにす

くことが出来
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・生協のある

ng (Energy 

電、送電につ

供給に及ぼす

高い。 

たため、興味

講義中の風景

講されている

すれば、いろ

来ると思う。

る建物 

Problems)

ついての講義

す影響。 

味を持つ学生

景 

講義に参加

ろいろな学科

 

 

義。 

生と興味を持

したいと思っ

科の学生が集

持っていない

った。その際

集まっても、

い学生

際に、

それ
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５．２ ２日目の授業について 担当： 鈴木 隆正 

1. Lecture on Science and Engineering Ⅱ (免振・制振、センシング技術) 

 2 日目の授業は免振や制振技術のお話から始まりました。慣れない英語による難しい講

義でしたが、できるだけ多くのことを理解できるよう聞き取れたキーワードをノートに

書き留め、表示されるスライドと照らし合わせながら理解できるよう努めました。特に、

免振技術に用いられるダンパーの粘性流体に関するお話は、応用化学科の私にとっても

興味深く、質問コーナーでそのことに関してお聞きすることができたので、大変勉強に

なりました。私の専攻は化学工学なので、こうした建築技術に関するお話は自らの知識

の幅を広げられるという意味で、とても貴重な体験ができたと考えております。 

 

2. Tour of Engineering Lab 

 ハワイ大学のチョイ先生の案内により、建築材料の耐久性に関する研究を行っている

研究室や、医療分野における手術用機械の研究室などを見学させていただきました。手

術用の機械の研究を行っている先生のお話の中では、コイル状に巻かれた複数の導線ユ

ニットの上で、宙に浮いたまま自在に移動するマグネットの様子を紹介していただきま

した。この研究室では他にも遠隔操作に関する研究も行っており、学生たちからは様々

な質問が飛び交いました。普段目にすることができない研究の数々を見学することがで

き、充実した研究室ツアーとなりました。 

 

3. Interaction with UH student 

 このハワイ大学の学生たちとの交流会は、本留学プログラムの中で最後の英語を使っ

たコミュニケーションの場でした。短い期間ではありましたが 2 週間のホームステイで

得た経験を活かし、積極的に会話に参加することで、ハワイ大学の学生とも徐々に打ち

解けることができました。この交流会には、中央大学生命科学科からの交換留学生も参

加しておりました。彼の話す流暢な英語に圧倒されつつ、私自身も刺激を受ける、そん

な有意義な交流会となりました。 

 

５．３ 授業以外の大学での過ごし方 担当：加藤 皓也 

本レポートでは、ハワイ大学マノア校内で過ごした休み時間や放課後について、私個人

の体験から報告をさせていただきます。 

私が初めて見たハワイ大学は、まさに別世界でした。正確に心情を記述すると、別世界

であると見紛うほどの衝撃を受け、混乱してしまいました。端的に心境を記述すると、カ

ルチャーショックを受けた次第です。 

旅好きな私は、今まで日本国内で多くの観光地を巡ってきましたが、初めて見たハワイ

大学マノア校は他のどの観光地よりも一段と驚きと感動に満ちていそうな新天地でした。

その新天地への期待度は、例えば金脈を目の前にした採掘者のように、本能に突き動かさ



 

れる

であ

り満足

キャ

１

ど広い

のグ

は、有

くの

ありま

ハワイ

の参考

は教科

そこで

マ

敷地面

無我夢

が無

がら、

一時

出す

ます。

また

など、

グラ

のと

レベルにまで

る二日間の休

足感の高い体

ンパスツアー

日目、まず真

い。そんな敷

ッズでした。

有名ブラン

ドン・キホー

ました。それ

イ大学で、特

考にならない

科書売り場が

で次に向かっ

ノア校の図書

面積を持って

夢中で本の海

く、目当ての

、現地の先端

を過ごしてい

ところ、この

。 

た、一日目

、連日通して

ム内の講義

して、様々な

で達していた

休み時間と放

体験ができる

ーを敢行しま

真っ先に訪れ

敷地の４割は

。そして、た

ドと提携して

ーテで買った

れはハワイ大

特に自分の専

いかという動

がクローズ

ったのが、図

書館は生協の

ていました。

海を泳ぎ回っ

のジャンルの

端技術書を読

いました。結

の図書館での

と比べて極短

て非常に充実

も大変興味深

な形でこの身

たほどです。

放課後のみ。

るよう計画的

ました。 

れたのは生協

は占めていた

たかが大学グ

ていたり、若

たほうが安い

大学の在学生

専門とする学

動機を持って

しており、念

図書館でした

の規模に負け

。また、一般

ってしまいま

の本を探すの

読み耽り、様

結果的に教科

の一時が、私

短い時間なが

実した空き時

深かったので

身に残ってい
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。しかし、私

。どうにか湧

的に空き時間

協でした。何

ただろう広さ

グッズだと侮

若者心に購買

いグッズも…

生向けに売ら

学問の領域が

ていたのです

念願の本たち

た。 

けず劣らず、

般入場も許可

ました。ただ

のには苦労し

様々な原著論

科書類を見つ

私にとっての

がら、二日目

時間を楽しむ

ですが、自分

いくように思

私に与えられ

湧き上がる衝

間を使って、

何といっても

さに置いてあ

侮るなかれ、

買欲を刺激さ

…）しかし、

られている教

がどのように

す。しかしな

ちには見るこ

もとい圧倒

可されており

だ、マノア校

しました。そ

論文に触れ、

つけることは

の最高の思い

目も各研究室

むことができ

分から出会っ

思えるのです

れていた自由

衝動を抑えな

私は友人ら

も、マノア校

あったのが、

垢抜けたハ

される商品ば

私が生協に

教科書です。

に勉強されて

ながら残念な

ことも触れる

倒的に勝利を

り、私は水を

校の図書館に

そうして読み

時間いっぱ

はできなかっ

い出であった

室の研究ポス

きました。も

っていった知

。唯一の思い

由時間は、登

ながら、でき

らとともにセ

校の生協は驚

ハワイ大学

ハワイ大学グ

ばかり。（ただ

に来た狙いは

異国の地で

ているのか、

なことに、そ

ることもでき

 

を収めるであ

を得た魚のよ

には細かい案

みたい本を探

ぱいまで有意

ったものの、

たように感じ

スターを覗い

もちろん研修

知識はより尊

い残しとして

登校日

きる限

セルフ

驚くほ

学関連

グッズ

だし近

は別に

である

何か

その日

きず。

あろう

ように

案内板

探しな

意義な

思い

じてい

いたり

修プロ

尊いも

ては、



 

各研究

会があ

 

５．

 ホ

テル間

め 2.

本の

7 人乗

たくな

に街

クな

時間

やビー

多かっ

ダイ

テルの

ました

れるた

きませ

同時に

上では

した。

ワイ

ボー

ビーチ

ホテ

アクテ

ア

センタ

自由時

 朝晩

探して

を取

 ホ

で計画

究の下調べ無

あるものなら

４ ホノルル

ノルルでの移

間などで使用

5 ドルをぴっ

ように流しで

乗りのタクシ

ない方人や道

中ではインタ

どを使用して

間のある時は

ーチ、ショ

ったです。 

イヤモンドヘ

のロビーに集

た。しかし朝

ため、頂上で

せんでした。

に多くの観光

は写真撮影の

。頂上までの

イキキのビー

ドを借りる

チ周辺に人が

テルの近くに

ティビティー

ラモアナホテ

ター、ワイケ

時間には、多

晩の食事は、

ておくか、パ

りました。 

ノルルで過

画を練り、楽

無しにほぼ当

らば、さらに

ルでの過ごし

移動手段は、

用するバスの

ったり用意し

では走ってい

シーもあった

道沿いのお店

ターネットに

ていました。

は、ダイヤモ

ッピングなど

ヘッドには、

集合し、タク

朝 6 時から入

で日の出を見

。また、朝 6

光客が入山す

のための列が

の道のりは、

ーチは、マウ

ことができる

が多いという

には、日本語

ーの予約がで

テルから近い

ケレのアウト

多くの人がシ

、ホテルで出

パンなどを買

ごした時間に

楽しんでいま

当てずっぽう

に濃厚な知見

し方 担当：

、基本的にバ

の運賃は、一

したり、2 人

いないので、

たので、大人

店に行きたい

に接続できな

 

モンドヘッド

どに行く人が

朝 5 時にホ

クシーで行き

入山が許可さ

見ることはで

6 時になると

するため、頂

ができていま

勾配が急な

ウイのビーチ

る店や飲食店

うこともあり

語対応をして

できるので、

いアラモアナ

トレットなど

ショッピング

出される訳で

買っておく必

には、時間を

ました。 
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うで行動して

見を持ち帰ら

：金枝上 英

バス、タクシ

一律 2.5 ドル

人で 5 ドル用

必要に応じ

人数で過ごす

い人などは、

なかったので

ド

が

ホ

き

さ

で

と

頂

ま

な箇所があり

チより波が低

店、服屋など

り、交代で荷

てくれる JTB

そこで翌日

ナショッピン

どショッピン

グを楽しんで

ではなかった

必要がありま

を有効に使い

てしまったこ

れるよう、工

英明 

シー、徒歩の

ルでした。おつ

意したりし

じて各自で呼

す際にも便利

徒歩での移

で、現在地を

り、途中には

低く、多くの

どが多くあり

荷物番をして

B の窓口があ

日することを

ングセンター

ングを楽しめ

でいました。

たので、前も

ました。大学

い、様々なと

ことでしょう

工夫を徹底し

のいずれかで

つりは出ない

ていました。

ぶ必要があ

でした。あま

移動もしてい

を調べる際に

は長い階段も

の観光客がい

りました。海

ていました。

ありました。

を決めた人も

ーやワイキキ

めるところは

 

もって行きた

学のある日に

ところに行く

うか。もし次

したいもので

でした。大学

いので、あら

。タクシーは

りました。ま

まり交通費を

いました。基

には、ガイド

もありました

いました。サ

海で遊ぶ際に

 

そこで、様

もいました。

キのショッピ

は多くあった

たいレストラ

には、学食で

く人が多く、

次の機

です。 

学とホ

らかじ

は、日

また、

をかけ

基本的

ドブッ

。 

サーフ

には、

様々な

 

ピング

ため、

ランを

で昼食

各自
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 ６．渡航の際の注意点  担当：林崎 燎 

○ｅチケットの保管場所をしっかり決め、留学期間中なくさないようにする。 

○ハワイの教室は冷房が強いので、授業の際はパーカーやカーディガンなど羽織れるもの

を持っていないと、室内外の気温差で体調を崩してしまうこともあるので注意。 

○渡航して２，３日はハワイの食生活、気候になじめず腹痛や頭痛を起こす人も何人かい

たので、常備薬は必ず持参すること。アメリカと日本では、薬の成分が違うので現地調達

の薬だと逆に体調を崩してしまうことがある。 

○クレジットカードを使って買い物するときにパスポート提示が義務化されているお店が

あるので注意。 

○ホテルチェックインの際、ベッドが一つしかないというケースが多々あったので、部屋

を変えてもらうように交渉が必要。 

○アラモアナショッピングセンターで居酒屋のキャッチのように６４ドル程度の高額なサ

ングラスの押し売りをしてくる場所があるので買ってしまわないよう気を付けてください。 

○ワイキキでサーフボードなどをレンタルするときは、ビーチの中にあるレンタルはぼっ

たくりなので、ビーチの外のレンタルショップで借りること。 

○入国審査の際渡航目的を留学と答えると、現地でのスケジュールの提示を求められるの

で、ＭＬＩの時間割は必ず手荷物に入れといてください。最悪の場合入国できないよ、と

自分も入国審査官に言われたので気を付けてください。 

○ハワイの自販機は、１度お金を入れてしまうと、返却レバーを押してもお金が返ってこ

ず、自販機にお金を吸い込まれてしまうことが多いので注意。 

○スーパーで買い物をすると、出口でレシートと品物を警備員にチェックされるので、日

本の習慣でレシートを捨てないようにしてください。 

○ステイ先のファミリーによって、家が土足なのか、靴は脱がなければいけないのか違っ

てくるので、確認を。 

○マウイでは、靴ではなく、クロックスなどのサンダルで学校に行ったりした方が、楽で

すし現地の人はほとんどそのような格好で登校してくるので、クロックスなどを持ってい

くことをお勧めします。 

○ステイ先でアメニティーの貸し出しはおそらくあるが、日本人向けではないので、肌や

髪に合わないなどすることがあるので、ホテル滞在分だけでなく、ホームステイ分も持っ

ていくことをお勧めします。 

○ホノルルよりもマウイの方がアクセサリー、シャツ類は安いことが多いです。 

○ホノルル滞在の際予定時間にバスが来ないことが多く、一つのバス停で行先が異なるバ

スが何種類もあるので、目的地に行くバスの番号をしっかり把握しておくことが大事です。

番号を間違えると、22 時までにホテルに戻れないなどの原因になってしまいます。 

○お土産をたくさん買うと荷物に収まりきらない人が続出していたので、使い捨てのもの

をなるべく持っていくといいと思います。 
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○空港のファストフード店ではメニューを指さしして注文しないと、値段が高い商品が出

てくるのではっきり主張してください。 
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